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当社子会社である株式会社アスモの情報通信機器製造事業の譲渡に関するお知らせ 

 

 当社は、平成25年８月30日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社アスモ（本社：

東京都千代田区 代表取締役 芳野 一夫）の行う情報通信機器製造事業を株式会社三洋化成製作所（本社：神

奈川県横浜市港北区 代表取締役 久保 幸男）に譲渡することを決定し、事業譲渡契約を締結いたしましたの

で、お知らせいたします。 

 

記 

 

１. 事業譲渡の理由 

当社は、平成25年８月９日に適時開示いたしました「事業再編（製造事業からの撤退等）、特別利益お

よび特別損失の計上ならびに平成 25 年９月期業績見通しの修正、配当予想の修正に関するお知らせ」の

とおり、連結子会社である株式会社アスモが営む情報通信機器製造事業からの撤退を決定し、事業終息に

向けた諸課題に取り組んでおりましたが、今般、株式会社三洋化成製作所より当該事業の譲受の申し出を

受けたことから、関係者間で慎重に検討を行った結果、当該事業に従事する従業員の処遇等様々な課題を

解決する最良の方策であるとの結論に至り、当該事業を株式会社三洋化成製作所に譲渡することといたし

ました。なお、この事業譲渡にともない当該事業に従事する従業員のすべては、株式会社三洋化成製作所

において原則として現行と同等の雇用条件にて継続雇用されることとなります。 

 

２．事業譲渡の内容 

情報通信機器製造事業 

 

３．譲渡部門の経営成績 

 平成24年９月期 

売上高 208,254千円 

経常利益 △22,809千円 

 

 



 

 

 

４．譲渡する資産・負債の内容 

   株式会社アスモより株式会社三洋化成製作所に対し譲渡される資産・負債は、譲渡実行日において株

式会社アスモの保有する現金2百万円および本件事業の運営継続に必要な一切の財産（現預金を除く。）

とし、譲渡実行日までにその詳細を協議の上決定する。 

 

５．譲渡の日程 

  平成25年８月30日 事業譲渡契約書締結 

  平成25年９月30日 事業譲渡期日（予定） 

 

６．相手会社の概要 

（１）商号 株式会社三洋化成製作所 

（２）所在地 神奈川県横浜市港北区新横浜３－17－２  

（３）代表者 久保幸男 

（４）設立年月日 昭和58年７月26日 

（５）主な事業内容 各種プラスチック製品の製造および二次加工 

携帯電話アクセサリの製造・販売 

（６）資本金の額 80百万円 

（７）総資産の額 5,003百万円 

（８）純資産の額 2,066百万円 

（９）大株主の構成 

及び持株比率 

林 純一 75.0％ 

自己株式  1.6％ 

（10）当社との関係 資本関係：該当事項はございません 

人的関係：該当事項はございません 

取引関係：該当事項はございません 

関連当事者との取引：該当事項はございません 

    

７. 譲渡価額     金１円 

    

８. 業績に与える影響等 

本件が今期（平成25年 9月期）の連結業績に与える影響につきましては、平成25年８月９日に適時開

示いたしました「事業再編（製造事業からの撤退等）、特別利益および特別損失の計上ならびに平成25年

９月期業績見通しの修正、配当予想の修正に関するお知らせ」のとおり、既に所要の会計処理は行ってお

りますので軽微であります。業績見通しに影響がある場合は改めて開示いたします。また、来期以降の連

結業績に与える影響については精査中であり、改めて発表する予定であります。 

 

以 上   


